
協定企業：セントラルグループ様
協定森林：「セントラルグループ　香美市の森」　　
開催場所：香美市土佐山田町
開催日　：令和６年３月９日（土）
参加者数：３８名
　　　（セントラルグループ様、香美森林組合、
　　　　香美市、集落活動センターひらやま、
　　　　東工コーセン株式会社、高知県）

「環境先進企業との協働の森パートナーズ協定」については、
高知県林業振興・環境部林業環境政策課のＨＰをご覧ください
http: //www.pref . koch i . l g. j p/sosh i k i /030101/kyoudounomori .h tm l 

　令和６年3月9日(土)、「セントラルグループ　香美市の森」交流活動が行われました。今回の

交流活動では、セントラルグループ社員及びその家族の皆さん、地元住民や市内の小学生が参加し、

香美森林組合、香美市、東工コーセン株式会社、集落活動センターひらやま、高知県の協力により

開催されました。

せっかく植えた苗木もシカやウサギにかじられては上手く育ってくれません。

　開会式では、セントラルグループ 松村様、香美市 依光市長、香美森林組合 石川組合長からご挨拶

いただきました。

　その後、香美森林組合による苗木運搬ドローンのデモンストレーションと植樹作業についての

説明があったほか、作業に使用する獣害防止チューブの設置手順について、チューブを販売している

東工コーセン株式会社から指導していただきました。



＜植樹の様子＞

　植樹する場所は、旧香美市立平山小学校のグラウンドに隣接している学校林です。皆伐を実施した跡に、

広葉樹の苗木を植えていきます。

　怪我や事故なく、無事に作業を終えることができました。作業後は、小学校跡で運営されている

宿泊施設「ほっと平山」のピザ窯で焼いたピザがふるまわれました。

　協働の森づくり事業のご縁から、これからも企業と地域との交流が

益々進んでいくことを期待しております。今後ともよろしくお願いします。

　香美森林組合の皆さんから指導を受けて、どんどん

苗木を植えていきます。獣害防止チューブは生分解性

素材で作られていて、最終的には微生物に分解され、

ゴミが残らないようになっています。


